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研究成果の概要（和文）： ソーシャルワーカーの自らの実践的力量形成過程に関する主観的理解を切り口とする聴き
取り調査から理解されたことは次の４点である。
（１）社会福祉学を学ぶ動機はどうであれ、学びを自らの多様な生活経験と資質とを意識的に統合しようとする過程が
不可欠であること（２）自らの生活体験の延長として、弱い立場にある人々の生活背景に向けられるまなざしが内在化
されていること （３）援助専門職に限らず、多様な業種の他者との出会いとその対照として専門性を考察する機会が
重要であること（４）大学における授業というよりは、教員、実習指導者、先輩といったソーシャルワークを体現する
「人」が、専門性の継承に大きな意味をもつこと

研究成果の概要（英文）：The main research results are the following four points.(1)The process that is 
going to integrate nature with own life experience is importannt factor in competence formation process 
of social work proffesion. (2)The interest in living condition of the socially volnerable people is 
internalized,and being(in the life experience of own as a base).(3)An oprtunity to consider competene of 
social work proffesion as the encounter with the others of various types of proffesion and the contrast 
is very important. (4)“A person”embodying in a teacher,a supervisor,value of the social work such as 
the senior have strong infuluence to competence formation process of social worker.

研究分野： ソーシャルワーク論

キーワード： ソーシャルワーカーの技術　実践的コンピテンス　力量形成過程　第２次分野　自己覚知　独立開業社
会福祉士

  ３版



様 式

１．研究開始当初の背景
 ソーシャルワーク実践研究は、その過程を
研究する以外に方法はないとの認識のもと
一貫して研究を継続してきた。研究代表者の
中では、実践・研究・教育は分かち難く存在
している。
 教育としての切り口
て、平成
シャルワーク実践過程へのコンピュータ活
用による教育支援システムの研究」が採択さ
れた。それらの成果をまとめた太田義弘監修
「ソーシャルワークと生活支援方法のトレ
ーニング‐利用者参加へのコンピュータ支
援」（
８月に中央法規から出版された。また、平成
21 年度からは、研究代表者として「ソーシャ
ルワーク演習を中心とした教育プログラム
に関する総合的研究」が桃山学院大学共同研
究として採択された。上記の研究はいずれも
ツールの活用やプログラムといった教育シ
ステムの整備につながる研究が主であった。
これらの研究や実習教育へのかかわりから、
１人のソーシャルワーカーが現場で有用な
存在として理解
門性の裏打ちがあると認知されるような実
践的力量を形成していく
めている。実践を体現するソーシャルワーカ
ー側に視点を移して実践的力量の形成過程
を探ることにより、現任教育やスーパービジ
ョンも含めた広い意味でのソーシャルワー
ク教育に反映することが必要不可欠である
と考え、本研究を着想するに至った。
 ソーシャルワーカーとして入職後の経験
年数による力量
などの先行研究は散見されるものの、就職以
前、最初に受けた
なる枠組みとして本人が自らの潜在的な「資
質」とマッチングさせつつ、統合していく過
程に焦点をあてた研究は他に類をみない。
 本研究では、第２次分野や独立開業で活動
する個々のソーシャルワーカーの主観的理
解を切り口として、主に入職以前を中心に、
そこに共通する実践的力量に影響を与える
要素の抽出と形成過程の局面の整理を試み
ようとしている点で、新たなチャレンジと位
置づけることができるのでないか、と考えて
いる。
 
２．研究の目的
 社会福祉という学問領域は、理論的整合性
のみで完結するのではなく、理論を敷衍する
実践活動を伴っていることが大きな特徴で
あるといえる。この実践活動の担い手として、
社会福祉士が国家資格化させ、
した。研究代表者自身が、約
た精神医学ソーシャルワーカー（以下ＰＳＷ
と略）としての現場を離れ、教育・研究者
なり、ほぼ同じ年月が経過した。これまでの、
双方における経験から、以下のことに関心を
もつようになった。（１）目に見える技術を
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有し、比較的専門性が伝えやすい隣接領域の
医療関連専門職に
の個人に専門性の依存度が高いこと
その背景に社会科学の基礎とともに、専門性
とは一見矛盾するような幅広い教養と社会
常識が求められること
ソーシャルワーカーとしての専門性の向上
や質の担保に反映されているとはいいがた
いこと、である。いずれも、ソーシャルワー
カーの実践的力量に関連している。
 本研究
むずかしい、ソーシャルワーカーの実践的力
量はどのような要素から成り立っており、そ
れらはどのように相互に影響を与えつつ、統
合され、実践力として形成されていくのか、
さらにそれらの形成過程に特に大きな影響
を与えている要因は何かを明らかにできれ
ばと考えている。
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本研究は、ソーシャルワーカーが語る主観

的理解を切り口として、実践的力量に大きな
影響を与えていると考えられる要素の抽出
とそれらの相互作用と統合による力量形成
過程に共通する局面の整理、までの基礎研究
を目的としている。
調査対象として、第２次分野で活動するソ

ーシャルワーカーを選択したのは、主たる目
的が社会福祉ではない領域
て仕事をするということは、他職種との比較
からも自らの専門性と存在意義をいやおう
なく、日々問われると考え
た、独立開業社会福祉士は、理由は個々それ
ぞれであろうが、それまで
設・機関の枠の中では、自らの考える社会福
祉士の仕事ができないと専門性と向き合い、
突き詰めて考慮した経験を有すると考えた
からである。
するソーシャルワーカーを対象とした。
本研究の基盤となる比較的歴史のある
次分野で活動する
ワーカー（以下
究代表者が
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きる」と主観的に感じた経験 10 年以上のソ
ーシャルワーカーの方を対象とした。 
①第２次分野においては、比較的伝統のあ

る医療ソーシャルワーカー（以下ＭＳＷと略）
とＰＳＷの方への自らの実践的力量の形成
過程に関する聞き取り調査による共通要素
の分析と考察 
②①の結果に基づき、質問項目を整理し、

独立開業社会福祉士の方への聞き取り調査
に基づく共通要素の分析と考察 
③①と②の聞き取りの比較考察による共

通要素の整理 
④スクールソーシャルワーカー、産業ソー

シャルワーカー、司法ソーシャルワーカー等、
①に比べると新しい第２次分野における共
通要素の分析と整理 
⑤①と④あるいは②と④の比較考察の結

果も含め、実践経験を有するソーシャルワー
ク論研究者の協力による共通要素の検討 
 

（２）調査対象者 
 結果としての調査対象者は、上記研究計画
イメージ図の伝統的な第２次分野としてＭ
ＳＷが２名、ＭＳＷとＰＳＷ兼任が１名、Ｐ
ＳＷが３名の計６名と、独立開業社会福祉士
が２名の計８名である。当初予定していたス
クールソーシャルワーカー、産業ソーシャル
ワーカーや司法ソーシャルワーカーなどの
新しい第２次分野のソーシャルワーカーへ
の聴き取りは行えていない。 
 上記、研究方法の③まででとどまっている。 
 
（３）調査内容 
 聴き取り調査は、以下の５点については共
通でたずねた。いずれも、「現在からふりか
り、主観的にどうとらえているか」を話して
いただいた。他はエピソードなども含め、対
象者の方から自由に語ってもらう方法をと
った。 
 ①現在に至るまでの職歴と最初に社会福
祉学を学んだ場所 
 ②ソーシャルワーカーになった動機と経
緯 
 ③現在の仕事につながる社会福祉学を学
ぶ以前の経験 
 ④現在の実践力につながる学生時代の経
験（社会福祉学を最初に学んだ場における経
験） 
 ⑤入職して後の経験 
 
４．研究成果 
（１）伝統的第２次分野であるＰＳＷ・ＭＳ

Ｗの聴き取り調査 
   調査から理解されたいくつかの共通

点について概説したい。 
①６名全員が大学において社会福祉学を
学んでいた。また、職場を変えることはあ
っても、ＭＳＷやＰＳＷとしての職種は継
続していた。 
②社会福祉系大学入学の動機は、多様であ

り、社会福祉専門職をめざしてという返答
はゼロ。また、意外にも推薦入試の枠があ
ったから、そこしか受からなかったから‥、
友人が福祉系を希望していたから‥等と
いうように積極的な選択の結果という返
答はほとんどみられなかった。 
③今の実践力につながる社会福祉系大学
の学生時代の経験について、教員、サーク
ル活動における先輩、後輩、他学部や他大
学の学生との交流、アルバイト先（社会福
祉以外）での経験が共通して語られた。ま
た、全員ではないが、「授業で何を学んだ
か思い出せないあるいは覚えていないが」
といった前おきの後に話しはじめるとい
う共通点がみられた。直接的、あるいは間
接的に大学という「場」を通じての「人と
の出会い」の影響は大きいようである。ま
た、大学生という位置づけも重要な意味を
もっているような印象を受けた。 
④社会福祉学を学ぶ以前の経験としては、
家族や親戚、友人、近隣に障害者といわれ
る人や社会的に弱い立場にある人たちと
の出会いと気にかけるまなざしがエピソ
ードの中に織り込まれていた。そこには、
その特定の個人を超えて、同様の状況にお
かれている人々の生活を想像しようとす
る視点が含まれているように感じられた。
社会福祉学を学び、実践を積み重ねた過程
で、自らの中で統合したその結果であるの
かもしれない。 
⑤入職後の経験としては、第２次分野の特
徴でもある、他職種とのかかわりの中で、
自らの専門性を考えたさまざまなエピソ
ードが語られた。また、先輩ソーシャルワ
ーカーの存在とその影響についても、ふれ
られていた。さらに、仕事を継続する中で、
「これでいいのか」と悩み、挫折した経験
とそれとどう向き合ってきたかが、現在の
実践力に影響を与えているとソーシャル
ワーカー自身がとらえていることが理解
できた。 
 

（２）独立開業社会福祉士からの聴き取り調
査 

   上述したように２名の方からお話を
聴 くことができた。ここでは、２名の
方の共通点というよりは、（１）伝統的
第２次分野であるＰＳＷ・ＭＳＷの聴き
取り調査との共通点について気がつい
たことを述べるにとどめたい。 

 ①２名の方とも大学で社会福祉学を学ん
でいた。独立開業社会福祉士の方が、今
回の調査時点での最高年齢 55 歳であっ
た。１名の方の開業前の職種はＭＳＷで
あった。 

 ②２名の方は同じ大学で学んでいること
がわかった。また、社会福祉系大学入学
の動機は、（１）の対象者に比すると明
確であった。 

 ③社会福祉系大学の学生時代の経験にお



いては、（１）と同様のエピソードが語
られられていた。また、（１）の数人の
方からも関連する内容が語られていた
が、大学進学のため親元をはなれ、自ら
の生活体験が現在の実践力につながる
重要な事柄としてあがってきていたの
は興味深かった。 

④についても（１）と同様の内容が語られ
ていた。 

⑤の入職後の経験に関しては、「これでい
いのか」と悩み、挫折した経験とそれにど
う向き合ってきたか、が現在の実践力に影
響を与えているとソーシャルワーカー自
身がとらえているところは共通している。
その結果として、独立開業という道を選択
したということが、（１）とは異なる点で
ある。この点に関しては、さらなる独立開
業社会福祉士の方への聴き取りの蓄積が
必要である。 
⑥調査協力者８名のうち、３名が仕事を継
続しながら、大学院修士課程で学ぶ経験を
していた。いずれも、ＭＳＷであるという
共通点があった。また、職能団体の役割を
担い、後輩の育成（教育）にも関心をもち、
積極的に関与しているという点でも共通
していた。 

 ⑦スポーツや武道における経験の影響に
ついても、４名の方からお話があった。 

 
（３）まとめにかえて 
 研究代表者がこれまでの実践現場や実習
教育や研究活動の中で、かかわりをもち、「実
践的力量が高い」「ソーシャルワークを体現
できる」と主観的に感じた経験10年以上で、
現職のＭＳＷ・ＰＳＷの方たちに、自らの力
量形成に影響を与えていると考える事柄を
エピソードなども含めて語ってもらう面接
形式の聴き取り調査、という主観という語が
重複するある意味昨今のエビデンス・ベース
ドの流れに反するような研究方法をとった
ことにより、聴き取り調査の貴重なデータを
十分に整理・分析できていない自らの力量不
足を実感している。一方で、調査協力者の方
のお話に耳を傾けながら、専門職としての力
量形成の過程をふりかえることであるとと
もに、ライフヒストリーにもふれる部分もあ
りそれらが分かちがたく存在しているとこ
ろに、ソーシャルワーク専門職の特性と奥深
さを感じ、ひさしぶりに研究者としての意識
を刺激された。協力者の方からは、聞かれる
ことによりふりかえりながら、自分がどう考
えているのかがわかったなどとの感想をい
ただいたが、「この話で（研究として）大丈
夫なの、まとまるの」と心配もしていただい
た。 
 協力者の方のお一人の言葉が忘れられな
い。「不確定なものをこわがらない、リスク
を負い、努力、工夫すること」 
 現時点では、研究代表者の印象の域を出な
いが、聴き取り調査を通して、実践的コンピ

テンスの形成過程について気づいた点を以
下に整理しておきたい。 
①社会福祉学を学ぼうとした動機はどう

であれ、自らのさまざまな生活経験と資質を
統合しようとする過程が実践力の形成に関
与していること 
 ②その過程で、自らの生活体験の延長とし
て、弱い立場にある人たちの生活背景にむけ
られるまなざしが内在化されていること 
 ③援助専門職に限らず、さまざまな業種の
他者との出会いとその対照として専門性を
考察する機会が重要であること 
 ④大学における授業というよりは、教員、
実習指導者、先輩といったソーシャルワーク
の価値を体現する「人」が、専門性の継承へ
大きな影響力をもつこと 
  
 現時点では、充分にまとめることができな
かったが、他にも調査協力者の方々の心に残
るフレーズやエピソードにあふれており、貴
重な宝物として、ソーシャルワーカーの実践
的コンピテンス向上の研究や新たなソーシ
ャルワークの方法開発に反映させていきた
いと考えている。 
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